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（１０：００） 

議    長 ご起立願います。おはようございます。着席ください。 

ただいまの出席議員は１４名です。定足数に達しておりますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

 

日程第１～７ 議案第１７号～議案第２３号 

 

議    長 日程第１、議案第２０号「令和６年度川棚町一般会計予算」か

ら、日程第７、議案第２６号「令和６年度川棚町水道事業会計予算」まで

を、川棚町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたします。 

なお、この新年度予算につきましては、本日は説明を受けるにとどめ、明

日の本会議４日目に質疑を行うことといたしております。また、町長からの

新年度予算説明については、令和６年度施策等に関する町長説明書の配付を

受けておりますので、これから議案第２０号「令和６年度川棚町一般会計予

算」から順次、追加説明を求めます。なお、説明項目のうち、歳入歳出予算

事項別明細書における説明については、着席しての説明を許可といたしま

す。まず初めに、企画財政課長。 

企画財政課長 それでは、議案第２０号「令和６年度川棚町一般会計予算」に

ついてご説明いたします。予算書１ページをお開き願います。 

まず、令和６年度川棚町一般会計予算の条文でございます。まず第１条、

これは歳入歳出予算の規定でありまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６

８億２，０００万円と定めるものであります。 

同条第２項におきましては、歳入歳出予算の款項の区分及び区分ごとの金

額は、「第１表歳入歳出予算」によることとしております。 

第２条の規定につきましては、債務負担行為に関する事項、期間及び限度

額等について、「第２表債務負担行為」によるとしているものであります。 

第３条の規定は、地方債に関し、その起債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法について、「第３表地方債」によるとしているものであ

ります。 

第４条の規定は、一時借入金に関するもので、一時借入金の限度額を５億
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円と定めるものであります。この限度額につきましては例年と同様でござい

ます。 

第５条の規定は、歳出予算の流用について定めているものであります。２

ページ・３ページをお開きください。 

先ほど申し上げました条文第１条第２項において規定しております、「第

１表歳入歳出予算」であります。この表につきましては、まず歳入につい

て、１款町税から２１款町債まで、款及び項ごとの金額について掲げておる

ものであります。読み上げは省略とさせていただきます。４・５ページをお

願いします。 

こちらは歳出についての表でございます。１款議会費から１４款予備費ま

で目的別に款及び項ごとに金額を掲げているものでございます。これも読み

上げは省略させていただきます。６ページをお願いします。 

こちらは、条文の第２条において規定しております「第２表債務負担行

為」であり、６つの事項について掲げております。 

まず、１つ目が住民基本台帳ネットワーク機器更新事業であります。 

現行の住民基本台帳ネットワーク機器を更新し、令和７年６月から稼働を

予定しております。この更新作業に伴い、令和７年１月までに契約を締結す

る必要があることから、債務負担行為として限度額を計上するものです。 

次に、川棚町ふるさと応援寄附金運用管理等委託業務であります。ふるさ

と応援寄附金に関する管理等委託業務について、令和６年度から令和８年度

までの３か年を期間とする契約を締結するため債務負担行為として計上する

ものです。 

次の、土地評価路線価更新業務であります。令和９年度の評価替に向け、

土地の現状確認や路線価の見直し等業務として、令和６年度から８年度まで

の３か年を期間とする契約を締結するため、債務負担行為として限度額を計

上するものです。 

次に、川棚町中央公園指定管理委託業務であります。中央公園の指定管理

委託業務の期間につきましては、令和７年度末までへと変更したことに伴

い、債務負担行為として限度額を計上するものです。 

次に、川棚町立学校給食センター調理等委託業務であります。給食セン

ター調理等業務委託につきましては、６年度中に現在の委託事業者との契約
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が満了し、令和１１年度までの５か年を期間とする契約を締結するため、債

務負担行為として限度額を計上するものです。 

最後が川棚町中小企業振興資金を川棚町が指定する金融機関から町内中小

企業者が借り受けるにあたり、長崎県信用保証協会の債務保証について、町

が損失補償をすることという事項であります。こちらにつきましては、期間

及び限度額につきましては例年どおりでございます。読み上げは省略とさせ

ていただきます。続きまして、７ページをお願いします。 

第３条において規定しております「第３表地方債」であります。表に掲げ

る１５の事業について、それぞれ起債を起こすものについて限度額の金額を

掲げております。１５の事業で合計４億３，１４０万円の限度額で、歳入の

２１款町債と対応するものであります。こちらにつきましては、個々の事業

名、金額、起債の方法、利率、償還の方法で、こちらは記載のとおりという

ことで、読み上げは省略とさせていただきます。以上で、第１表から第３表

までの説明を終わります。９ページをお願いします。 

歳入歳出予算事項別明細書であります。まず、９ページでは総括として歳

入につきましては、款ごとに前年度の比較を示しているものでございます。

一番下をご覧いただきますと、令和６年度は６８億２，０００万としてお

り、令和５年度と比較し１億２，４００万円多い総額の予算となっておりま

す。１０・１１ページをお願いします。 

歳出の総括表であります。これも款ごとに前年度の比較、そして財源内訳

について、内訳をお示しした表でございます。 

それでは歳入の説明に移らせていただきます。着座にて説明させていただ

きます。予算書の１２・１３ページをお願いします。そして、本日配付して

おります令和６年度川棚町一般会計予算説明資料の１ページを併せてお開き

ください。 

それでは、１款町税であります。総括で１２億２，６２３万円、前年度比

４，８１１万９，０００円の減であります。 

１項町民税につきましては、予算額が５億２，７６１万円、前年度比４，

３８０万円の減となっております。 

１目個人につきましては、前年度比４，４２０万円減の４億７，５４１万

円を計上しておりますが、個人住民税の定額減税の影響に伴い減少するもの
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と見込んでおります。予算書の１４・１５ページをお願いします。 

２目法人につきましては、本年度の決算見込みをもとに増額を見込み、４

０万円増の５，２２０万円を計上しております。算出の方法は予算書の説明

欄のとおりであります。予算書の１６・１７ページをお願いします。 

２項固定資産税につきましては、予算額５億５，０３７万円で、前年度比

３９１万９，０００円の減であります。 

１目固定資産税につきましては、４００万円減の５億４，９００万円であ

りますが、過去の上昇率をもとに、土地及び償却資産は増額、家屋は減額を

見込んでおります。 

２目国有資産等所在市町村交付金につきましては、８万１，０００円増の

１３７万円としており、対象となる３団体につきましては、予算書１７ペー

ジの説明欄に記載の財務省、長崎県、佐世保市であります。説明資料は２

ページをお願いします。 

次に３項軽自動車税につきましては、予算額５，４２５万円で前年度比９

０万円増の予算となっております。予算書１８・１９ページをお願いしま

す。 

１目軽自動車税種別割につきましては、９０万円増の５，２７０万円を計

上しており、予算書１８ページの説明欄記載のとおり、令和５年１２月末の

登録台数をもとに算出しています。 

次の２目軽自動車税環境性能割につきましては、これまでの交付実績によ

り同額を計上しております。 

３目軽自動車税につきましては、軽自動車税の廃止により、滞納繰越分の

み前年同額を見込み計上しております。 

４項町たばこ税につきましては、予算額８，６００万円で前年度比１３０

万円の減となっております。説明資料２ページに表に掲げておりますよう

に、売り上げ本数の減を見込み減額を見込んでおります。予算書２０・２１

ページをお願いします。 

次の５項入湯税につきましては、前年度同額の８００万円を見込み計上し

ております。予算書の説明欄に、算出根拠を記載しておりますのでご確認く

ださい。説明資料の２ページの一番下に滞納繰越分を掲載しています。町税

の滞納繰越分、各項総額で７４１万円を計上しております。予算書２２・２
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３ページ、説明資料は３ページをお願いします。 

２款地方譲与税から予算書４０・４１ページの１１款交通安全対策特別交

付金までにつきましては、説明資料の３ページから５ページに記載しており

ますとおり、これまでの交付実績等から前年度と同額又は増減額を見込み予

算計上をしております。なお、予算書３６・３７ページ、説明資料につきま

しては４ページをお願いします。 

９款１項１目地方特別交付金につきましては、町税の個人住民税の箇所で

説明しましたが定額減税の影響については、国からも減収補てん特例交付金

として措置する旨が示されていることから、前年度比５，０５０万円増の

６，０５０万円を計上しているところであります。予算書４２・４３ページ

をお願いし、そして説明資料は５ページをお願いします。 

なお、１２款以降につきましては、予算書の説明欄において特定財源をお

示ししております。例えば、予算書４３ページ、説明欄の一番上の小串保育

園保育料現年分２３９万３，０００円につきましては、その下の段に書いて

おりますのが充当先で、３款２項２目の保育所等給付費に充当されているこ

とを示しております。 

１２款分担金及び負担金であります。予算額２，７８９万２，０００円で

前年度比１２３万４，０００円の増であります。分担金及び負担金の主なも

のを説明資料５ページに表としてお示ししております。保育園保育料及び養

護老人ホーム入所徴収金は、間近の入所状況をもとに算出しております。 

また、急傾斜地崩壊対策事業負担金は、新谷地区急傾斜地崩壊対策事業の

分担金であります。予算書は４６・４７ページをお願いします。 

１３款使用料及び手数料であります。予算額９，７０２万２，０００円

で、前年度比７７万円の増であります。使用料及び手数料の主なものにつき

ましては、説明資料５ページの表にお示しをしております。 

なお、増額の主な要因につきましては、町営住宅の使用料の収入見込みが

増加したことによるものであります。予算書５４・５５ページ、説明資料に

つきましては６ページをお願いします。 

１４款国庫支出金であります。予算額１０億２，１１４万８，０００円

で、前年度比１，７９２万６，０００円の増であります。この国庫支出金の

主なものにつきましては、説明資料６ページの表を示しております。予算書
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６２・６３ページをお願いします。 

１５款県支出金であります。予算額６億６５３万６，０００円、前年度比

２，７１４万８，０００円の減であります。この県支出金の主なものにつき

ましても、説明資料６ページに表を掲げておりますのでご確認ください。予

算書８０・８１ページをお願いします。説明資料につきましては７ページで

あります。 

１６款財産収入であります。予算額５８８万６，０００円、前年度比２３

８万９，０００円の減であります。土地貸付収入及び基金利子について、収

入が見込まれる額を計上しており、予算書８２・８３ページの不動産売払収

入、物品売払収入については、名目額を計上しております。予算書８４・８

５ページをお願いします。 

１７款寄附金であります。予算額１億５，０００万３，０００円で、前年

度比２，０００万円の増であります。一般寄付金、民生費寄附金、教育費寄

附金については、名目額を計上しています。 

次のふるさと応援寄附金につきましては、前年度実績に基づき２，０００

万円増の予算を見込み計上しております。予算書８６・８７ページをお願い

します。 

１８款繰入金であります。予算額３億９，２６２万５，０００円、前年度

比１，５３６万８，０００円の増であります。基金繰入金につきましては、

財源不足を補う繰入金として下水道事業基金、減債基金、財政調整基金から

繰入をすることとしております。金額は下水道基金繰入金９，６００万円、

減債基金繰入金１億３，０００万円、財政調整基金繰入金１億３，０００万

円として、前年度と同額であります。 

中山間ふるさと農村活性化基金につきましては、６１万９，０００円、前

年度比３８万１，０００円の減であります。 

地域福祉基金につきましては、東彼地区障がい者支援センター（エール）

の解体・建設工事費（負担金）に充てる繰入金として前年度比皆増の３，６

００万円を計上しております。 

公共施設整備基金、及び森林環境譲与税基金につきましては、令和６年度

事業として取り崩す予定がありませんので廃目としております。予算書８

８・８９ページをお願いします。 
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１９款繰越金であります。予算額７，０００万円ということで、前年度と

同額として計上をしております。予算書９０・９１ページをお願いします。 

２０款諸収入であります。予算額８，４４８万円、前年度比７，４２０万

円の減であります。 

１項延滞金、加算金及び過料、２項町預金利子は、名目予算を計上してい

ます。 

３項貸付金元利収入につきましては中小企業振興資金原資返還金を計上し

ており、４項雑入につきましては主に宝くじ関係配分金、農地中間管理事業

費委託料など、その他見込まれるものを計上しております。また、予算書９

６・９７ページをお開きください。 

５項受託事業収入では、高齢者保険事業と介護予防等の一体的実施に係る

事業費分として後期高齢者医療広域連合の受託事業収入を計上しておりま

す。予算書９８・９９ページ、説明資料は８ページをお願いします。 

２１款町債であります。予算額４億３，１４０万円で、前年度比２１０万

円の増であります。前年度との対比を説明資料９ページに掲載しております

ので、ご覧いただければと思います。以上で歳入の説明を終わります。 

続きまして、歳出について説明いたしますので、予算書１０２・１０３

ページ、そして説明資料は、１０ページをお願いします。 

なお、歳出に関しましては、令和６年度の新規事業を中心に簡略に説明い

たしますので、予めご了承いただきますようお願いします。 

では、１款議会費であります。予算額９，４５１万４，０００円、前年度

比３９０万９，０００円の増であります。 

議員及び職員に係る報酬、給料等の人件費のほか、委員会の開催や視察調

査等に対する費用弁償が主なものであります。予算書１０４・１０５ページ

をお願いします。 

２款総務費であります。予算額７億４，２４０万３，０００円で、前年度

比３，８２１万４，０００円の減であります。 

１項１目一般管理費から次のページの４目財政管理費までにつきましては

特記事項はなく、説明資料の通りであります。 

５目会計管理費につきましては、令和６年度は、職員の育休代替として会

計年度任用職員の雇用に要する経費や、令和６年度１０月から有償化される
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公金取扱手数料を新たに計上しております。 

６目財産管理費につきましては、令和６年度は、小串郷駅における樹木伐

採業務、及び観光施設売却等における土地登記測量業務委託料を計上してお

ります。 

７目企画費につきましては、令和６年度は、町制施行９０周年記念事業と

して、記念式典、講演会の開催、町政要覧の作成、９０周年記念イベントの

開催、公式キャラクターの制作、スポーツ大会の開催に要する経費等を計上

しております。予算書は１０８・１０９ページをお願いします。説明資料は

１１ページになります。 

８目情報システム管理費につきましては、令和６年度は、ＤＸを推進する

ための会計年度任用職員を雇用するための経費、総合行政システム機器を更

新するための委託経費、地方公共団体の情報システム標準化に向け新総合行

政システム移行準備対応業務委託に要する経費、ノーコードツールであるｋ

ｉｎｔｏｎｅの年間使用料や、書かない行政窓口を推進するための申請書作

成機器の購入に要する経費を計上しております。 

９目地域づくり事業費につきましては、令和６年度は、地域おこし協力隊

の起業や定住を支援するための補助金を計上しております。予算書１１０・

１１１ページをお願いします。 

１０目交通安全対策費につきましては特記事項はございません。 

次の１１目諸費につきましては、６年度は、ＪＲ川棚駅前の看板の更新に

要する経費のほか、活きいきタクシー利用券の一人当たりの交付枚数を２４

枚から３６枚に増額し予算計上しております。 

次の１２目財政調整基金費から予算書の次のページの１６目公共施設整備

基金費までにつきましては、各種基金費でありますが、各基金の利子収入見

込み額を基金積立金として計上をしているものであります。 

１７目の地方創生費につきましては、特記事項はなく、説明資料の通りで

あります。 

次の１８目移住・定住促進事業費につきまして、令和６年度は、移住定

住・関係人口創出事業として、移住・起業相談窓口を開設する民間事業者の

スタートアップを支援するための補助金や、まちづくり団体等が求める域外

の方と関わりたいと思うニーズと、域外の方とのマッチングを図る賑わいプ
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ランナーを雇用するための経費、関係人口を創出するための「かわたなファ

ンクラブ」こちらは仮称でありますがを作成するための経費、ＳＮＳを活用

した感性分析を実施するための経費などを計上しております。 

次の１９目企業誘致推進費から、予算書次のページになります、２０目新

型コロナウイルス感染症等対策基金費は、特記事項はございません。 

２７目減債基金費は、これまで減債基金と財政調整基金の積み立てに要す

る経費を同じ目内にて計上しておりましたが、取り扱いを見直し、２７目と

して新設したものであります。 

次の２項徴税費につきましては、説明資料は１２ページをお願いします。 

２目の賦課徴収費において、令和６年度は、地方税申告の電子化に対応す

るため導入支援業務委託に要する経費や、令和６年度の土地の評価替えに向

け、土地の現状確認や路線価の見直し等業務委託に要する経費などを計上し

ております。予算書は１１６・１１７ページをお願いします。 

３項戸籍住民基本台帳費につきまして、令和６年度は、戸籍におけるふり

がなを追記するためのシステム改修費や、戸籍情報システム及び附票システ

ムにおける全国標準化に対応するための改修費、役場窓口において各種証明

書を発行やマイナンバーカードの申請等に対応する窓口を開設するための経

費を計上しております。 

次の４項選挙費につきまして、令和６年度は、２目の衆議院議員補欠選挙

費において、補欠選挙の実施に要する経費を計上しております。予算書１１

８・１１９ページをお願いします。 

５項統計調査費につきまして、令和６年度は、農林業センサスの調査に要

する経費を計上しております。 

６項監査委員費につきましては、特記事項はございません。予算書１２

２・１２３ページをお願いします。 

３款民生費であります。予算額２６億２，４２９万６，０００円、前年度

比１億４，４３３万円の増であります。 

大きな増額となっておりますが、東彼地区障害者支援センターの建設事業

負担金や、児童手当の支給対象や支給額の一部拡充が図られることに伴う増

額が主な要因となっております。 

１項１目社会福祉総務費につきまして、令和６年度は、高校生までの医療
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費の完全無償化を実現するため、扶助費を増額、社会福祉協議会からの要望

を受け、運営補助として、１人分の人件費を増額計上しております。なお、

参考までに主な特別会計への繰出金等の状況を、説明資料１３ページに表と

してお示ししておりますのでご確認ください。予算書１２４・１２５ページ

をお願いします。 

２目障害者福祉費につきまして、令和６年度は、在宅で人工呼吸器等を日

常的に使用する方に対し、非常用電源購入費を助成するための費用、そし

て、東彼地区障害者支援センターの建設事業に対応するため、建設費負担金

を計上しています。 

次の３目老人福祉費につきまして、令和６年度は、地区敬老事業補助金に

ついて、一人あたり今年度は助成額を１，０００円としておりましたが、

１，５００円へと増額し計上しております。 

４目老人福祉施設費につきまして、令和６年度は、指定管理委託料につい

て、燃油の高騰により時限的対応として９０万円を増額し、その他、アスベ

スト調査に要する経費を計上しています。予算書１２６・１２７ページをお

願いします。 

５目国民年金事務費につきましては、特記事項はございません。 

２項１目児童福祉総務費につきまして、令和６年度は子育て世帯への経済

的負担の支援するため、０歳未就園児の一時預かり保育料の無償化事業とし

て実施に要する経費を計上し、保育士の担い手確保のため、川棚町保育士等

就職祝金交付事業として、町内保育施設に新規採用となる常勤保育職員等に

対し就職祝い金を交付する経費として５０万円を計上しております。この

他、研修等に参加した保育士へ手当等を支給する保育士等処遇改善推進事業

の実施に要する経費、子どもの性被害防止の観点から、パーテーションやカ

メラの整備等を行う保育所等の取り組みの支援に要する経費、保育所等にお

ける使用済みおむつの処分費の支援に要する経費を計上しております。説明

資料１４ページをお願いします。 

２目児童措置費につきましては、令和６年度は、子育て世帯の経済的負担

を支援するため、０歳児の保育園、及び認定こども園における保育料の無償

化に要する経費を計上しております。この他、児童手当制度の改正により令

和６年１０月から支給対象が高校生までへと拡充され、第３子以降を３万円
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とする内容を踏まえ、実績を見込み扶助費を計上しております。予算書１２

８・１２９ページをお願いします。 

３項災害救助費は、災害見舞金等の支給に備えた名目予算として計上をし

ております。予算書１３０・１３１ページをお願いします。 

４款衛生費であります。予算額６億１，００４万１，０００円で前年度比

１，８５１万７，０００円の減であります。 

１項１目保健衛生総務費につきまして、令和６年度は、未就学児の病気や

ケガなどをオンライン上で相談でき、子育て世帯の不安解消を図るため、医

療相談アプリの利用料を支援するための費用や、県事業である救急安心セン

ター事業負担金を計上しております。 

次の２目予防費から予算書１３２・１３３ページの４目環境衛生費までに

つきましては、特記事項はございません。 

２項清掃費につきまして、令和６年度は、ごみ処理施設の１・２号炉バグ

フィルターろ布等の補修工事の実施に要する分担金を計上しております。説

明資料の１５ページをお願いします。 

３項公害対策費では、特記事項はございません。予算書１３６・１３７

ページをお願いします。 

５款労働費であります。予算額１５３万１，０００円で前年度比４０万

１，０００円の減であります。 

こちらにつきましては、勤労青少年ホームの維持管理に要する経費が主な

ものであります。予算書１３８・１３９ページをお願いします。 

６款農林水産業費であります。予算額３億５，１５０万３，０００円、前

年度比６，１５４万円の増であります。 

大きな増加となっておりますが、木場重地区水路整備事業費の増額が主な

要因となっております。 

１項１目農業委員会費から２目農業総務費につきましては、特記事項はご

ざいません。 

３目農業振興費につきまして、令和６年度は、みかんの施設園芸の振興を

図るため、園芸用ハウスにおける換気装置の設置補助、及び中山間地域等直

接支払制度第６期対策に向け資料作成に要する経費を計上しております。予

算書１４０・１４１ページをお願いします。 
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４目畜産業費につきましては、特記事項はございません。 

５目農地費につきまして、令和６年度は、岩立水利組合の水中ポンプ取替

補助金を計上しております。 

なお、農道、水路等の主な整備事業は説明資料の１５ページ道水路維持補

修費の主なものとして掲載しております。説明資料の１６ページをお願いし

ます。 

２項林業費から、予算書は次のページの３項水産業費までにつきまして

は、特記事項はなく、説明資料の通りであります。 

なお、漁港施設の維持補修事業の主なものにつきましては、説明資料１６

ページの中ほどに漁港維持補修費の主なものとして掲載しております。予算

書は１４６・１４７ページをお願いします。 

７款商工費であります。予算額１億６，１７３万４，０００円、前年度比

１，７７１万７，０００円の増であります。 

１項１目商工総務費につきましては、令和６年度は、町内における起業を

支援するため、創業準備支援事業補助金を計上しております。なお、補助率

は１／２、補助上限は店舗の場合は１００万円、事務所は場合３０万円を予

定しております。 

２目商工業振興費につきまして、令和６年度は、長崎県が実施する「商店

街等を核とする地域のにぎわい創出支援事業」への負担金を計上しておりま

す。 

３目観光費につきまして、令和６年度は、石木疎開トンネル周辺の樹木伐

採に要する経費を計上しております。予算書の１４８・１４９ページをお願

いします。 

４目観光施設整備基金費は、基金の利子と同額を積立金として計上してお

ります。予算書は１５０・１５１ページ、説明資料は１７ページをお願いし

ます。 

８款土木費であります。予算額９億４，６８３万５，０００円、前年度比

２，３９８万７，０００円の減であります。 

１項１目土木総務費につきまして特記事項はなく、説明資料のとおりで

す。 

２項道路橋梁費につきまして、町道の維持管理に要する経費及び安全施設
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整備工事に要する経費を計上しており、道路維持費の主なものにつきまし

て、説明資料１７ページに掲載しております。予算書１５２・１５３ページ

をお願いします。 

３目道路新設改良費につきましては、道路新設改良事業、交通安全対策事

業費、社会資本整備総合交付金事業費、及び地方創生道整備推進交付金事業

費の主なものについて説明資料１７ページに掲載しております。 

次の４目橋梁維持費につきまして、橋梁の維持補修に関する経費と、道路

橋定期点検業務に要する経費を計上しております。説明資料１８ページをお

願いします。 

次の３項１目河川管理費につきまして、令和６年度は普通河川後田川の浚

渫工事に要する経費を計上しています。 

２目ダム対策費から予算書次のページの３目海岸保全費につきましては、

特記事項はございません。 

４目用悪水路費は、中組地区原田水路整備工事など用悪水路の維持補修に

要する経費を計上しております。 

５目急傾斜地崩壊対策事業費につきましては、新谷地区急傾斜地崩壊対策

工事に要する経費を計上しております。 

４項１目港湾管理費につきましては、川棚港の港湾管理に要する経費を、

２目港湾建設費は、説明資料に掲載しております県営事業に係る地元負担金

を計上しております。 

５項都市計画費につきましては、令和６年度における主な公園整備事業に

つきまして説明資料１８ページに掲載しております。予算書は１５６・１５

７ページをお願いします。 

６項住宅費につきまして、引き続き町営住宅新町団地屋根外壁長寿命化に

係る改修工事にかかる経費を計上しております。予算書１５８・１５９ペー

ジ、説明資料は１９ページをお願いします。 

９款消防費であります。予算額２億５，０９４万円、前年度比２４６万

２，０００円の減であります。消防費につきまして、令和６年度は停電時に

おいても確実に防災行政無線が作動するようバッテリーの交換に要する経費

を計上しております。なお、消防施設としての主な整備事業を説明資料１９

ページに掲載しております。予算書１６２・１６３ページをお願いします。 
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１０款教育費であります。予算額４億７，６８５万８，０００円、前年度

比５，５１５万７，０００円の増であります。 

大きな増加となっておりますが、給食センターの外壁改修工事費の増額、

及び子育て支援事業として学校給食費助成事業の対象を拡充したことが主な

要因となっております。 

１項１目教育委員会費につきましては、特記事項はございません。 

２目事務局費につきましては、令和６年度は、令和５年度から開始した中

学３年生における給食費無償化事業を拡充し、中学校３学年の給食費無償化

を実施するための費用を計上しております。 

３目公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業費につきましては、

特記事項はございません。 

２項小学校費であります。予算書１６４・１６５ページをお願いします。 

１目学校管理費につきまして、令和６年度は、４年毎の教科書改訂に伴う

教師用の教科書及び指定書指導書の整備に要する費用を計上しております。 

なお、各小学校の主な工事費は説明資料１９ページに掲載しております。

説明資料は２０ページをお願いします。 

２目教育振興費につきましては、特記事項はございません。 

３項中学校費であります。１目学校管理費につきまして、各中学校の主な

工事は説明資料２０ページに掲載しております。予算書１６６・１６７ペー

ジをお願いします。 

２目教育振興費から４項１目社会教育総務費までにつきましては、特記事

項はございません。予算書１６８・１６９ページをお願いします。 

２目公民館費につきまして、令和６年度は、中央公民館２階会議室・廊

下・図書室の空調更新工事費、及び大崎公民館・若草公民館の改修経費を計

上しております。 

３目公会堂費につきましては、令和６年度は、空調中央監視装置コント

ローラーの更新に要する経費を計上しております。 

次の５項１目保健体育総務費につきまして、令和６年度は、インターハイ

実行委員会の負担金や、４月末に開催予定しておりますインターハイの成功

に向けたホッケーイベントの開催に要する経費を計上しております。予算書

は１７０・１７１ページをお願いします。 
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２目教育キャンプ場費及び３目柔剣道場管理費につきましては、特記事項

はございません。説明資料の２１ページをお願いします。 

６項学校給食共同調理場費に関しましては、令和６年度の学校給食セン

ターの主な工事費として、説明資料２１ページに掲載しておりますのでご確

認ください。予算書１７２・１７３ページをお願いします。 

１１款災害復旧費であります。予算額３，３８７万９，０００円、前年度

比５，６１９万４，０００円の減であります。 

１項１目農地農業施設災害復旧費、及び２目林業施設災害復旧費は、名目

予算として計上しております。 

２項１目公共土木施設災害復旧費は、町道城山岩立線崩落復旧工事費、及

び普通河川後田川護岸改修工事費について計上しております。予算書１７

４・１７５ページをお願いします。 

２１款公債費であります。予算額５億５３６万６，０００円で、前年度比

１，８８７万８，０００円の減であります。 

公債費につきましては、町債の元金及び利子の償還金を積算し計上してお

ります。予算書１７６・１７７ページをお願いします。 

１３款諸支出金であります。予算額１０万円で、名目予算を計上しており

ます。１７８・１７９ページをお願いします。 

１４款予備費であります。予備費につきましても、例年と同様の金額２，

０００万円を計上しているものであります。以上で歳出の説明を終わりま

す。 

予算書１８０から１８７ページまでにつきましては、給与費明細書をお付

けしております。そして、１８８ページから１８９ページまでにつきまして

は、債務負担行為に係る調書、１９０ページにつきましては、地方債現在高

等に関する調書を掲載しております。１９１ページには、地方消費税交付金

（社会保障財源化分）の充当額を一覧表としてお付けしております。これら

の表につきましては、説明は省略させていただきます。 

以上で令和６年度一般会計予算の概要であります。説明を終わります。 

（１０：５１） 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 説明資料の２ページにつきまして、中ほどの４項町たばこ税の
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表にございます年間小売本数につきましては、単位は千本でありますので追

記いただきますようよろしくお願いいたします。以上です。 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１０：５１） 

（…休  憩…） 

（１１：０５） 

議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議 長 次に、国民健康保険事業特別会計についての追加説明を求めま

す。健康推進課長。 

健康推進課長 議案第２１号「令和６年度川棚町国民健康保健事業特別会計予

算」についてご説明いたします。予算書は１９３ページからとなります。予

算書の１９３ページをご覧ください。 

令和６年度の予算につきましては、厚生労働省の通知等に基づきまして所

要額試算し予算計上をしております。 

第１条の規定は、歳入、歳出予算の総額は、歳入、歳出それぞれ、１８億

４，２００万円と定めるものであります。 

同条、第２項におきましては、歳入・歳出予算の款項の区分及び当該該当

区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によるものとしております。 

第２条の規定は、一時借入金について、最高額を５，０００万円と定める

ものであります。 

第３条の規定は、歳出予算の流用について定めているものでございます。 

それでは、事項別明細書によりご説明いたしますので、１９７ページをお

開きください。それでは、失礼して着座にて説明させていただきます。 

予算の総額といたしましては、前年度と比較して１，８００万円の減と

なっております。 

歳入につきましては、被保険者数の減少等により国民健康保険税や県支出

金の減額を見込んだものであります。国民健康保険税と県支出金で全体の９

２．４パーセントを占めておりますが、国民健康保険税につきましては、９

２６万２，０００円の減少を見込んでおります。次のページ歳出でありま

す。 

２款保険給付費の予算額は、１４億２，３３５万１，０００円で全体の７
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７．３パーセントを占めております。 

被保険者数が減少傾向であり、特に前期高齢者数が減少に転じていること

から、前年度より４７１万５，０００円を減額しております。 

３款の国民健康保険事業納付金は、県の広域化に伴う事業納付金であり、

３億７，２３５万６，０００円が県から示された金額であります。全体の２

０．２パーセントを占めております。市町納付金の平準化に向けた見直しが

されておりまして、１，７５０万２，０００円の減となっております。 

予算書２３６ページにつきましては、給与費明細書を記載しております

が、説明については省略をさせていただきます。 

さらに、詳細について歳入からご説明いたますので、予算書は２００ペー

ジをお開きください。なお、ここからは本日お配りをいたしました説明資料

に沿ってご説明をいたします。 

１款国民健康保険税２億５，９４７万１，０００円、前年度比９２６万

２，０００円の減。 

１項１目一般被保険者国民健康保険税２億５，９４５万９，０００円、前

年度比９２６万２，０００円の減としております。先ほど申しましたように

被保険者数の減少に基づき減額をしております。 

２目の退職被保険者等国民健康保険税は１万２，０００円で前年度同額で

ありますが、退職者被保険者制度の廃止に伴いまして、滞納繰越分のみ計上

とさせていただいております。続きまして、予算書２０２ページ・２０３

ページをお開きください。 

２款使用料及び手数料１３万１，０００円全額同額でありますが、こちら

については実績見込みで計上しておりまして、特別特記事項はございませ

ん。予算書２０４ページ・２０５ページをお開きください。 

３款国庫支出金でありますが、前年度比１，０００円の減少ということ

で、１項国庫補助金を減額しております。前年度比１，０００円の減です。

こちらにつきましては、災害等臨時特例補助金の制度が、東日本大震災に伴

う原発事故に関して、避難指示区域等の被保険者に対する保険料（税）の一

部負担金の免除措置等に対する財政支援をこれまで名目計上しておりました

が、５年度までの実績を踏まえ、６年度廃目いたしております。予算書の２

０６ページ・２０７ページをお開きください。 
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４款県支出金１４億４，３０９万５，０００円、前年度比５６９万５，０

００円の減。 

１項県補助金１４億４，３０９万４，０００円、前年度比５６９万５，０

００円の減。 

１目保険給付費等交付金、１節普通交付金は、歳出の２款保険給付費にお

ける出産育児諸費、葬祭諸費、傷病手当金を除く保険給付費支出見込額と同

額を計上しております。 

２節特別交付金は、国民健康保険者努力支援金、国の特別調整交付金、県

の特別調整交付金、特定健康診査等の負担金を県の試算等に基づき計上をし

ております。説明資料の２ページをお開きください。 

２項１目財政安定化基金交付金は、災害等のやむを得ない事情により収納

不足が生じて県から指定された国民健康保険事業費納付金額が支出できない

ときに交付を受ける基金交付金でありますが、こちらは名目計上としていま

す。予算書の２０８ページ・２０９ページをお開きください。 

５款財産収入２万７，０００円、前年度比４，０００円の減。 

１項１目利子及び配当金につきましては、積立金の利子について計上して

おります。歳出の６款積立金利子、１項１目積立金に対応するものでありま

す。予算書２１０ページ、２１１ページをお開きください。 

６款繰入金であります。６款繰入金１億２，６６７万６，０００円、前年

度比４１万８，０００円の減。 

１項一般会計繰入金１億２，６６７万６，０００円、前年度比４１万８，

０００円の減。 

１目一般会計繰入金は、一般会計歳出３款民生費１項１目社会福祉総務費

の国民健康保険基盤安定費及び国民健康保険事業費に対応しているものであ

ります。それぞれの基盤安定費に対応するもの、国民健康保険事業費に対応

するものは下記のとおり記載しておりますので、あともってご覧ください。

予算書の２１２ページ・２１３ページです 

７款繰越金１，１５０万円、前年度比２７１万３，０００円の減。 

１項繰越金１，１５０万円、前年度比２７１万３，０００円の減。 

１目その他繰越金は、前年度繰越金として５年度の歳入、歳出の見合いに

より計上をしております。予算書２１４ページ・２１５ページをお開きくだ
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さい。 

８款諸収入１１０万円、前年度比９万３，０００円の増。 

こちらについては例年計上をしております延滞金、預金利子、雑入等であ

り、特記事項はございません。 

歳出について説明をさせていただきます。予算書は２１６ページから２１

９ページになります。説明資料の３ページになります。 

１款総務費１，２５９万２，０００円、前年度比４５３万６，０００円の

増。 

１項総務管理費１，０３８万３，０００円、前年度比４５４万２，０００

円の増。 

１目一般管理費は、納税通知書等の作成、配付にかかる費用となっており

ますが、６年度につきましては通常の健康保険証と別に資格確認書の発送に

係る費用及び、システム改修費用を計上したものが増額の主な理由となって

おります。 

２目連合会負担金は、第三者行為求償事務共同処理手数料、国保連合会の

負担金、国保広報共同事業負担金等を計上しています。 

２項徴税費４０万８，０００円、前年度比１８万１，０００円の減。 

１目賦課徴収費は、国民健康保険税の賦課徴収に係る経費を計上しており

ます。口座振替手数料等が主なものであります。 

２目収納特別対策事業費は、収納率向上対策研修会旅費等、収納対策に係

る経費を計上しております。 

３項運営協議会費、１５万４，０００円で前年度同額です。 

１目運営協議会費は、国民健康保険運営協議会に係る経費を計上しており

ます。 

４項医療費適正化特別対策事業費１６４万７，０００円、前年度比１７万

５，０００円の増。 

１目医療費適正化特別対策事業費は、医療費通知、ジェネリック医薬品の

使用勧奨通知に係る通信運搬費、レセプト点検事務共同手数料等、医療費の

適正化を推進するための経費を計上しております。予算書２２０ページから

２２２ページ。 

２款保険給付費１４億２，３３５万１，０００円、前年度比４７１万５，
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０００円の減。近年の実績及び被保険者数の動向等を踏まえて算定をしてお

ります。 

１項療養諸費１２億２，４１６万８，０００円、前年度比１３０万２，０

００円の減。 

１目一般被保険者療養給付費１２億１，２４０万円、前年度比１４０万円

の減。 

２目一般被保険者療養費８３１万６，０００円、前年度比６万５，０００

円の減。 

３目審査支払手数料３４５万２，０００円、前年度比１６万５，０００円

の増となっております。退職被保険者等療養給付費及び退職被保険者等療養

費は退職保険制度の廃止に伴いまして廃目しております。 

２項高額療養費１億９，３３７万円、前年度比３３１万２，０００円の

減。 

１目一般被保険者高額療養費１億９，３２０万円、前年度比３３２万円の

減。 

２目一般被保険者高額介護合算療養費１７万円、前年度比１万円の増。こ

ちらにつきましても、同じく退職被保険者制度の廃止に伴いまして退職被保

険者分につきまして廃目しております。説明資料の４ページをお開きくださ

い。 

３項の移送費、４項出産育児諸費、５項葬祭諸費につきましては前年と同

額を予算計上しております。 

６項の傷病手当金、こちらにつきましては前年度比１，０００円の減と

なっておりますが、傷病手当金は、新型コロナウイルスに感染、又は感染疑

いによる場合の収入減を補うものでありまして、新型コロナウイルス感染症

の５類移行に伴いまして、廃目をしております。予算書の２２４・２２５

ページをお開きください。 

３款国民健康保険事業費納付金３億７，２３５万６，０００円、前年度比

１，７５０万２，０００円の減。県への納付金について県から示された納付

額を計上しております。 

１項医療給付費分２億６，５６７万１，０００円、前年度比１，３２１万

７，０００円の減。 
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２項後期高齢者支援金等分８，２１０万１，０００円、前年度比４０６万

円の減。 

３項介護納付金分２，４５８万４，０００円、前年度比２２万５，０００

円の減となっております。 

冒頭触れましたけれども、市町納付金の平準化に伴いまして本町負担分に

つきましては、もともと医療費が高額であったということで、少し多くの納

付指示があってたものが平準化によりまして、若干下がったというものであ

ります。予算書の２２６ページ・２２７ページ。 

４款財政安定化基金拠出金につきましては、前年度同額を名目計上してお

ります。続きまして予算書２２８ページ・２２９ページをお開きください。 

５款保健事業費です。５款保健事業費２，８０７万８，０００円、前年度

比２９５万１，０００円の減。 

１項保健事業費９８２万５，０００円、前年度比１万円の減。 

１目疾病予防費は、脳ドックや各種がん検診の疾病予防や糖尿病性腎症重

症化予防事業に係る管理栄養士等の人件費を計上しております。 

２目あんま、はり、きゅう施術費は、あんま、はり、きゅうの施術に対す

る補助金を計上しております。説明資料の５ページをご覧ください。 

２項特定健康診査等事業費１，８２５万３，０００円、前年度比２９４万

１，０００円の減。 

１目特定健康診査等事業費は、特定健康診査に係る保健指導に伴う在宅保

健師の人件費、受診券発送に係る通信運搬費、特定健診委託料、特定健診情

報提供委託料等を計上しております。２９４万１，０００円の減となってお

りますが、こちらにつきましては、令和５年度に計上をしておりました第３

期データヘルス計画の委託料を６年度は委託する必要がありませんのでその

分を減額したものが主な理由となっております。予算書の２３０ページから

２３１ページをご覧ください。 

６款基金積立金２万７，０００円、前年度比４，０００円の減。基金利子

の見込額を計上しております。予算書の２３２ページ・２３３ページをお開

きください。 

８款諸支出金です。１１０万４，０００円、前年度同額となっておりま

す。 
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１項償還金及び還付加算金１１０万２，０００円、こちらは前年度同額で

あります。 

１目一般被保険者保険税還付金は過年度分の保険税の還付が生じた場合の

還付金。２目保険給付費等交付金償還金は、県からの保険給付費等交付金の

前年度精算返還分。３目償還金それぞれ名目計上をしております。 

２項繰出金２，０００円、前年度同額。 

１目一般会計繰出金は、町からの助産費等負担金、事務費等負担金の前年

度精算返還分を名目計上しております。予算書２３４ページから２３５ペー

ジをお開きください。 

９款予備費４４９万１，０００円、前年度比２６３万６，０００円の増。 

１項１目予備費は、収入と歳出の見合いにより計上をしております。 

本日配付をさせていただいております説明資料の最後から２枚目につきま

しては、歳入１款１項１目の国民健康保険税の一般被保険者国民健康保険税

の推計内容について記載をしております。後ほどご参照ください。 

最後のページにつきましては、国保特会の令和６年度の総括表となってお

りますのでこちらも補助金と歳入と支出のですね関連性を記載したものに

なっておりますので、こちらについても後ほどご覧いただければと思いま

す。以上で令和６年度川棚町国民健康保健事業特別会計予算について説明を

終わります。 

（１１：２５） 

議 長 次に、後期高齢者医療特別会計についての追加説明を求めま

す。健康推進課長。 

健康推進課長 議案第２２号「令和６年度川棚町後期高齢者医療特別会計予

算」についてご説明いたします。予算書は２３９ページからとなっておりま

す。 

予算書第１条の規定は、歳入・歳出予算の総額は、歳入、歳出それぞれ２

億４，２１８万円と定めるものであります。 

同条、第２項におきましては、歳入・歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によるものとしております。なお、

令和６年度後期高齢者医療特別会計につきましては、長崎県後期高齢者医療

広域連合の試算、資料をもとに予算の編成をいたしております。 
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それでは、事項別明細書で説明をさせていただきますので着座にてこれか

ら説明させていただきます。予算書の２４３ページをお開きください。 

予算の総額は、前年度と比較して２，４３０万２，０００円の増となって

います。 

歳入予算ですが、１款の後期高齢者医療保険料が全体の６９．２パーセン

トを占めております。被保険者数の増加などの影響により、前年度と比較し

て１，７５２万４，０００円の増となっております。また、繰入金は、予算

総額の２７．５パーセントを占めており、２つの款で予算全体をほぼ占める

こととなります。繰入金は前年度と比較して、６０２万２，０００円増と

なっています。 

次のページの歳出です。２款の後期高齢者医療広域連合納付金は、被保険

者から納付いただいた保険料に一般会計から繰入れた町分担金並びに保険基

盤安定負担金を合わせた２億３，３１０万１，０００円で、歳出合計の歳出

額の９６．３パーセントを占めております。 

それでは、詳細について歳入から説明しますので、予算書２４６ページを

お開きください。ここからは説明資料を用いて説明をさせていただきます。

本日配付しました説明資料の１ページをご覧ください。 

１款後期高齢者医療保険料１億６，７５１万２，０００円、前年度比１，

７５２万４，０００円の増。１項後期高齢者医療保険料１億６，７５１万

２，０００円、前年度比１，７５２万４，０００円の増。１目特別徴収保険

料、２目普通徴収保険料は、広域連合試算による保険料を計上しています。

こちらの推計方法につきましては、この説明資料の次のページに参考資料と

して推計内容を記載をしておりますので、あともってご覧いただければと思

います。予算書の２４８ページ・２４９ページをお開きください。 

２款使用料及び手数料１万１，０００円、前年度同額。 

１項１目証明手数料、２目督促手数料は前年度同額を計上しております。

予算書の２５０ページから２５１ページをお開きください。 

４款の繰入金６，６５８万３，０００円、前年度比６０２万２，０００円

の増。 

１項一般会計繰入金６，６５８万３，０００円、前年度比６０２万２，０

００円の増。 
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１目事務費繰入金、２目保険基盤安定繰入金は、共に広域連合の試算によ

り計上したものであります。予算書の２５２ページ・２５３ページをお開き

ください。 

５款繰越金１万５，０００円、前年度同額を計上しております。続きまし

て予算書２５４ページ、２５５ページをお開きください。 

６款諸収入８０５万９，０００円、前年度比５７万６，０００円の増。 

１項延滞金、加算金及び過料１目延滞金は、前年度同額を名目計上してお

ります。 

２項償還金及び還付加算金３３万４，０００円、前年度比３万１，０００

円の増。 

１目保険料還付金、２目還付加算金は、広域連合の試算により計上をして

おります。 

３項雑入７７２万４，０００円、前年度比５４万５，０００円の増。 

１目の滞納処分費は名目計上しております。 

２目雑入は、広域連合が負担する健康診査事業費分等を計上しておりま

す。 

続きまして歳出のご説明をいたします。予算書は２５６ページ・２５７

ページ、説明資料は２ページとなります。 

１款総務費８７２万６，０００円、前年度比６３万６，０００円の増。 

１項総務管理費８６７万７，０００円、前年度比６３万６，０００円の

増。 

１目一般管理費は、後期高齢者医療に係る事務費、健康診査事業の委託料

等を計上しております。 

２項徴収費４万９，０００円、前年度同額を計上しております。 

１目徴収費は、後期高齢者保険料徴収に係る口座振替手数料、年金からの

特別徴収に係る徴収経由基幹業務システム分担金を計上しております。予算

書２５８ページ・２５９ページをお開きください。 

２款後期高齢者医療広域連合納付金２億３，３１０万１，０００円、前年

度比２，３６３万３，０００円の増。 

１項後期高齢者医療広域連合納付金、２億３，３１０万１，０００円、前

年度比２，３６３万３，０００円の増。 
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１目後期高齢者医療広域連合納付金は、広域連合の試算により計上してお

ります。 

被保険者数の増等によるものが主な要因であります。予算書の２６０ペー

ジから２６１ページをお開きください。 

３款諸支出金３３万５，０００円、前年度比３万１，０００円の増。 

１項償還金及び還付加算金３３万４，０００円、前年度比３万１，０００

円の増。 

１目保険料還付金は、広域連合の試算による賦課見込額に０．２パーセン

トを乗じた額を計上しております。 

２項繰出金１，０００円、こちらは前年度同額を名目計上しております。

予算書２６２ページから２６３ページ。 

４款予備費１万８，０００円、前年度２，０００円の増。 

１項１目予備費は、歳入歳出の見合いにより計上をしております。 

本日お配りをしております資料の最後のページは、一般会計と後期高齢者

医療特別会計間の予算の流れを表した図であります。後ほど、ご参照くださ

い。以上で、令和６年度後期高齢者医療特別会計予算について説明を終わり

ます。 

（１１：３５） 

議 長 それでは次に、介護保険事業特別会計についての追加説明を求

めます。長寿支援課長。 

長寿支援課長 議案第２３号「令和６年度川棚町介護保険事業特別会計予算」

についてご説明いたします。予算書は２６５ページからとなります。 

ここでは、令和６年度川棚町介護保険事業特別会計予算に関する条文を掲

げております。 

第１条は、歳入歳出予算に関する規定であり、第１項では、歳入歳出予算

の総額は、歳入歳出それぞれ１４億６，７００万円と定めるものです。 

同条第２項では、歳入・歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額

は、「第１表歳入歳出予算」によるものとしています。 

続きまして、事項別明細書で説明しますので、２６９ページをお開きくだ

さい。なお、ここからは、着座にて説明させていただきます。 

歳入ですが、前年度と比較して、歳入合計で７００万円増加しています。 
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構成としましては、保険料や保険給付費、地域支援事業費に係る国・支払

基金・県・町の負担金が主なものとなっています。次のページに移りまし

て、歳出となります。 

歳出では２款保険給付費が１３億３，６００万円で、４款地域支援事業等

費が、１億１６２万円となっており、この２つの款で歳出の９８．０パーセ

ントを占める割合となっています。 

それでは、詳細について歳入から説明しますので、予算書２７２ページを

お願いいたします。 

なお、本日お配りしております「令和６年度川棚町介護保険事業特別会計

予算説明書」に沿ってご説明いたします。資料１ページの歳入からでござい

ます。 

１款保険料は、２億８，２０１万１，０００円、前年度比２９万円の減と

しています。 

１項１目第１号被保険者保険料は、高齢者人口、近年の実績等を勘案して

保険料収入見込額を計上しています。予算書は２７４ページです。 

２款使用料及び手数料１万円、前年度比２万円の減です。 

１項１目督促手数料を、前年度収納実績見込みを勘案して計上していま

す。予算書は２７６ページです。 

３款国庫支出金３億５，６２７万５，０００円、前年度比２０７万１，０

００円の増となっております。 

１項１目介護給付費負担金は、標準給付費に対し定められた割合で計上し

ています。 

２項１目調整交付金は、標準給付費の６パーセントで計上をしています。 

２目地域支援事業交付金は、介護予防・日常生活支援総合事業費の２０

パーセントのほか、資料に記載のとおり、それぞれ定められた割合で計上し

ています。予算書は２７８ページです。 

３目保険者機能強化推進交付金及び４目の介護保険者努力支援交付金は、

令和５年度の内示額を参考に計上をしています。 

５目介護保険事業補助金は、令和６年度中に行う介護保険電算システム改

修に対する補助金を計上しています。資料は２ページ目、予算書は２８０

ページでございます。 
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４款支払基金交付金３億７，５７４万４，０００円、前年度比１９５万

８，０００円の増です。 

１項１目介護給付費交付金は、標準給付費に対して交付率２７パーセント

で計上をしています。 

２目地域支援事業支援交付金は、介護予防事業・日常生活支援総合事業費

に係る交付率２７パーセントで計上しています。予算書は２８２ページで

す。 

５款県支出金２億４９６万２，０００円、前年度比１０１万３，０００円

の増です。 

１項１目介護給付費負担金は、標準給付費に対し資料に記載のそれぞれの

割合で計上しています。 

２項１目地域支援事業交付金は、介護予防・日常生活支援総合事業費の１

２．５パーセントのほか、資料に記載のそれぞれの割合で計上しています。

予算書は２８４ページです。 

２目介護保険低所得者対策事業費補助金は、対象事業費の補助率４分の３

を計上しています。予算書は２８６ページです。 

６款財産収入３万７，０００円、前年度比８，０００円の減です。 

１項１目利子及び配当金は、介護保険給付費基金利子として全額を積み立

てるものです。予算書は２８８ページです。 

７款寄附金１，０００円、前年度と同額です。 

１項１目寄附金は、一般寄附金として前年度同額を名目計上しています。

予算書は２９０ページでございます。 

８款繰入金２億４，３２０万４，０００円、前年度比２２７万６，０００

円の増となっています。 

１項１目介護給付費繰入金は、標準給付費の１２．５パーセントで計上し

ています。 

２目地域支援事業繰入金は、介護予防・日常生活支援総合事業費の１２．

５パーセントのほか、資料に記載のとおり、それぞれの割合で計上していま

す。資料は３ページ目をお願いします。 

３目低所得者保険料軽減繰入金は、介護保険料の低所得者軽減制度に対す

る公費負担分を計上しています。 
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４目その他一般会計繰入金は、介護保険事務費、指定介護予防支援事業費

等に要する経費をそれぞれ計上しています。 

２項１目介護給付費基金繰入金は、財源不足を補うため不足見込み額の相

当額を計上しています。予算書は２９２ページです。 

９款繰越金３，０００円、前年度と同額でございます。 

１項１目繰越金は、繰越金として介護給付費分、地域支援事業費分、事務

費等分をそれぞれ名目計上しています。予算書２９４ページをお願いしま

す。 

１０款諸収入４７５万３，０００円、前年度と同額でございます。 

１項１目延滞金、加算金及び過料及び２目雑入は、それぞれ名目計上とし

ています。 

２項１目介護予防サービス費収入は、要支援者に係るサービス計画費収入

を計上しています。 

続きまして、歳出に移ります。予算書２９６ページ、資料は４ページをお

願いいたします。 

１款総務費２，６４８万１，０００円、前年度比１７４万９，０００円の

増です。 

１項１目総務管理費は、介護保険業務に係る事務経費で、一般管理費と電

算システム費を計上しております。なお、前年度は、第９期介護保険事業計

画書の策定に係る委託料を計上していましたが、今年度はこれがなく、減少

の主な要因となっています。 

２目徴収費は、第１号被保険者の保険料の賦課徴収に係る経費を計上して

います。 

３目認定事業費は、介護認定審査会、認定調査員に要する経費を計上して

おります。 

なお、前年度と比較して、東彼地区保健福祉組合介護認定審査会における

要介護認定システムの更新による組合分担金の増加及び介護認定調査員の１

人の増員が主な増加の要因となっています。続いて予算書は２９８ページか

ら３０３ページになります。 

２款保険給付費１３億３，６００万円、前年度比１００万円の増です。 

１項介護給付費の総額は、国・県・町の負担金、支払基金交付金の算出の
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基礎となる標準給付費にあたるもので、歳出予算の９１．１パーセントを占

めています。近年の給付費の伸び率及び実績等を勘案して計上しています。 

１目介護サービス等諸費は、要介護１から５の認定を受けた受給者が受け

るサービスに係る給付費を計上しております。主なサービスの給付費は、資

料に記載している、１番居宅介護サービス給付費から１０番の特例居宅介護

サービス計画給付費に分類されます。 

２目介護予防サービス等諸費は、要支援１・２の認定を受けた受給者が受

けるサービスに係る給付費を計上しています。 

主なサービス給付費は、資料の５ページに記載している、１番介護予防

サービス給付費から８番の特例介護予防サービス計画給付費に分類されま

す。予算書は３００ページとなります。 

３目その他諸費は、介護給付費に係る審査手数料を、４目は高額介護サー

ビス等費を、５目は高額医療合算介護サービス等費を、６目は特定入所者介

護サービス等費を計上しています。予算書は３０４ページです。 

３款財政安定化基金拠出金１，０００円、前年度と同額です。 

１項１目財政安定化基金拠出金は、前年度同額を名目計上しています。予

算書は３０６ページです。 

４款地域支援事業等費１億１６２万円、前年度比４７０万８，０００円の

増です。 

１項１目介護予防・日常生活支援総合事業費は、制度改正により平成２８

年１０月から開始した介護予防・日常生活支援総合事業に係る経費を計上し

ています。 

増加の主な要因は、通所型サービス事業費・一般介護予防事業費の増加に

よるものです。 

２目包括的支援事業・任意事業費は、地域包括支援センターの運営に係る

事業費並びに任意事業として高齢者及び高齢者家族に対する各種支援事業に

係る経費を計上しています。予算書は３０８ページです。 

２項１目保健福祉事業費は、社会福祉協議会に委託している配食サービス

事業に係る委託料が主なものです。 

３項１目指定介護予防支援事業費です。資料は６ページへ移っていきま

す。 
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指定介護予防支援事業費は、指定介護予防支援事業所としての活動経費を

計上しており、主な財源は、歳入１０款諸収入、２項１目介護予防サービス

費収入です。介護予防支援専門員の会計年度任用職員の人件費、介護予防ケ

アプランの事業所への委託料等を計上しています。前年度と比較して減少の

主な要因は、会計年度任用職員（ケアプランナー）の減員に係る人件費と

なっています。予算書は３１０ページでございます。 

５款基金積立金３万８，０００円、前年度比８，０００円の減です。 

１項１目介護給付費基金積立金は、基金から生じた利子を全額積み立てる

ことで計上しています。予算書は３１２ページです。 

６款諸支出金６万６，０００円、前年度と同額です。 

１項１目第１号被保険者保険料還付金、２目償還金、３目第１号被保険者

還付加算金のいずれの目も前年度と同額を名目計上しています。 

２項１目一般会計繰出金は、前年度の町負担分の負担金等の精算に係る一

般会計への返還分を名目計上しています。予算書は３１４ページです。 

７款予備費２７９万４，０００円、前年度比４４万９，０００円の減で

す。 

１項１目予備費は、歳入と歳出の見合いにより計上しています。 

予算書３１６ページからは、給与費明細書を、３２０ページには、債務負

担行為に係る調書を記載しておりますが、説明につきましては省略させてい

ただきます。 

資料の最後のページ、介護保険事業特別会計予算総括表（Ａ３用紙横置

き）をご覧ください。この表は、令和６年度予算を総括的にまとめたもの

で、上段に歳入を、下段に歳出を記載しており、それぞれの歳出がどのよう

な歳入によって賄われているかを示しております。右側上段については、

国、支払基金、県、町の負担割合を示しております。後ほど、ご覧くださ

い。以上で、令和６年度川棚町介護保険事業特別会計予算について説明を終

わります。 

（１１：５４） 

議 長 残り３会計でありますけれども。ここで一旦休憩をいたしま

す。 

（１１：５５） 
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（…休  憩…） 

（１３：００） 

議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。次に、観光施設事業特別

会計についての追加説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長 議案第２４号「令和６年度川棚町観光施設事業特別会計予算」

についてご説明いたします。予算書の３２１ページをお開きください。 

条文の第１条第１項では、歳入・歳出予算の総額は、歳入・歳出それぞれ

９，３００万円と定め、第２項では、歳入・歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は「第１表歳入歳出予算」による。としております。 

それでは、事項別明細書にてご説明いたしますので、３２５ページをお開

きください。 

予算の総額は、前年度と比較し、１億９，３９０万１，０００円減少して

おり、歳入では、予算全体の６７．５パーセントを１款の繰入金が占めてお

ります。次のページの３２６・３２７ページをお開きください。 

歳出では、予算全体の８０．０パーセントを１款の観光施設事業費が占め

ております。それでは、本日お配りしております資料に沿って説明いたしま

すので、「令和６年度川棚町観光施設事業特別会計予算説明資料」をご覧く

ださい。なお、ここからは、着座にて説明させてもらいます。 

まず、歳入であります。予算書は３２８・３２９ページであります。 

１款１項繰入金は、６，２８１万５，０００円、前年度比１，０４３万

９，０００円の増となっております。 

１目一般会計繰入金は、一般会計からの繰入金を計上しております。予算

書は３３０・３３１ページであります。 

２款諸収入は、３，０１８万５，０００円、前年度比２，９９４万円の減

となっております。 

１項貸付金収入は、前年度と同額であり、１目指定管理者貸付金収入は、

川棚町大崎保養・宿泊施設運転資金貸付元金として２，０００万円を計上し

ております。 

２項１目雑入は、観光事業収入として１，０１８万５，０００円を見込み

計上し、前年度比２，９９４万円の減となっております。予算書は３３２・

３３３ページであります。 
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３款町債の１項観光施設事業債においては、令和６年度は予定しておりま

せんので、廃目とし、前年度比１億７，４４０万円の減となっております。 

次に、歳出であります。予算書は３３４・３３５ページであります。 

１款１項観光施設事業費は、７，４３８万円、前年度比１億９，４０９万

２，０００円の減となっております。 

１目管理費は、大崎公園・くじゃく荘・大崎温泉の管理運営に係る一般的

な経費として５，８０６万３，０００円を計上しております。 

各施設における主なものは、記載のとおりであります。 

また、２０節貸付金につきましては、くじゃく荘における一般社団法人川

棚町観光協会の運転資金として、貸し付けに要する費用を計上しておりま

す。説明資料の２ページをご覧ください。 

２目改良費は、大崎公園・くじゃく荘・大崎温泉における改良や整備に要

する費用として１，６３１万７，０００円を計上しております。 

１０節需用費と、１４節工事請負費につきましては、下の表のとおりを予

定し、各施設の修繕料は、設備などの緊急的な修繕費用を計上し、大崎温泉

の工事請負費では、温泉源の揚湯ポンプの入替工事を予定しております。予

算書は３３６・３３７ページであります。 

２款１項公債費は、１，８２３万円、前年度比７９万３，０００円の増と

なっております。 

１目元金は、大崎温泉における元金の償還分として１，７３７万円を計上

しております。 

２目利子は、大崎温泉及び大崎自然公園交流広場における借り入れに対す

る利子分として８５万９，０００円を計上しております。 

３目公債諸費は、名目として役務費に１，０００円を計上しております。

予算書は３３８・３３９ページであります。 

３款１項１目予備費は、歳入と歳出の見合いにより３９万円を計上し、前

年度比６０万２，０００円の減となっております。 

予算書の３４０ページは、川棚町大崎自然公園指定管理委託業務の債務負

担行為に係る支出予定額等に関する調書でありますが、説明は省略いたしま

す。 

予算書の３４１ページは、起債の現在高の見込みに関する調書でありま
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す。しおさいの湯の起債償還においては、令和６年度が最終年であります。

以上で、「令和６年度川棚町観光施設事業特別会計予算」について、説明を

終わります。 

（１３：０６） 

議 長 次に、下水道事業会計についての説明をお願いいたします。水

道課長。 

水 道 課 長 それでは、議案第２５号「令和６年度川棚町下水道事業会計予

算」について、ご説明いたします。それでは、予算書の１ページ目をお開き

ください。 

第１条には、下水道事業会計の予算は、次に定めるところによるとしてお

ります。 

第２条は、業務の予定量を規定しており、排水戸数、年間総排水量、一日

平均排水量、主な建設改良事業を定めております。 

第３条は、収益的収入及び支出の予定額を規定しており、収入総額を４億

５，０１１万８，０００円、支出総額を４億５，０１１万８，０００円と定

めているところでございます。 

第４条は、資本的収入及び支出の予定額を規定しており、収入総額を４億

５，９４９万５，０００円、支出総額を６億１，１７８万９，０００円と定

め、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億５，２２９万４，

０００円は、過年度分損益勘定留保資金５，９５３万円、当年度分消費税資

本的収支調整額１，４３９万１，０００円、当年度分損益勘定留保資金７，

８３７万３，０００円で補てんする予定としております。２ページをお開き

ください。 

第５条は、債務負担行為に関する規定であり、下水道事業会計システム

リースにおいて、令和１０年度までの期間で限度額を５００万円と定めてお

ります。 

第６条は、企業債に関する規定であり、借り入れの限度額を１億３，２０

０万円と定めております。 

第７条は、一時借入金に関する規定であり、借り入れの限度額を２億円と

定めております。 

第８条は、各項間の流用について定めており、営業費用と営業外費用間の
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流用ができることとしております。 

第９条は、予算の流用に係る議会の議決事項に関する規定であり、職員給

与費３，７８４万円と定めております。 

第１０条は、他会計からの補助金に関する規定であり、一般会計から補助

を受ける金額は８，１６７万円５，０００円と定めております。 

それでは主な内容につきましては、実施計画明細書にて説明をいたしま

す。ここからは着座にて説明させていただきます。予算の６ページをお開き

ください。 

収益的収入及び支出について、収入から説明いたします。 

１款下水道事業収益は、４億５，０１１万８，０００円、前年度比１，０

５２万４，０００円の増となっております。 

１項１目下水道使用料は、令和５年度の実績から若干の減額を見込み１億

３，２２１万３，０００円を見込み計上いたしております。 

２目他会計負担金は、基準内の繰入金であり、雨水減価償却費分、雨水に

係る施設の維持管理費分及び児童手当に要する経費を計上いたしておりま

す。 

３目その他の営業収益は、督促手数料及び排水設備に係る手数料等を見込

み計上をいたしております。 

２項１目受取利息及び配当金は、普通預金の預金利息であり名目計上いた

しております。 

２目他会計補助金は、基準外の繰入金であり、汚水減価償却費補助金を計

上いたしております。 

３目他会計負担金は、基準内の繰入金であり、分流式下水道等の各種借入

金の利子分を計上いたしております。 

４目長期前受金戻入は、補助金等の財源によって取得した資産の減価償却

費相当額を収益化するという会計制度に基づき計上するものであり、見込み

計上しております。 

５目消費税及び地方消費税還付金は、仮受消費税額と仮払消費税額の状況

により生じることとなりますが、令和６年度につきましては消費税の還付は

発生しない見込みであります。 

６目雑収益は、延滞金などを見込み前年同額を計上いたしております。７
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ページの支出でございます。 

１款下水道事業費費用は、４億５，０１１万８，０００円、前年度比１，

０５２万４，０００円の増となっております。 

１項１目管渠費は、マンホール、マンホールポンプ、管渠等の維持管理に

要する経費を計上しております。主なものは、マンホール等の修繕費、マン

ホールポンプ維持管理等の委託料、管渠補修等の工事請負費、電気料等の動

力費などの経費を見込み計上をいたしております。 

２目ポンプ場費は、下組ポンプ場の維持管理費に要する経費を見込み計上

しております。 

３目処理場費は、川棚浄化センターの維持管理費に要する費用であり、主

なものは、電気・機械器具等整備の修繕費、８ページに行きまして、浄化セ

ンターの維持管理業務や水質検査業務等の委託料、電気料金等の動力費、薬

品等の材料費などを見込み計上をいたしております。 

４目総係費は、下水道事業全般の経常的な経費を計上しております。主な

ものは、職員２名分の人件費、旅費、口座振替等の手数料、会計システム等

保守料の委託料などとなっております。次に９ページになります。 

５目減価償却費は、建物や管路など有形固定資産と無形固定資産の減価償

却費を計上しております。ちなみに無形固定資産は０となっております。 

６目資産減耗費は、固定資産除却費を名目計上しております。 

２項１目支払利息は、企業債に係る利息を計上しております。 

２目消費税及び地方消費税は、本年度は納付消費税を見込み計上しており

ます。 

３目雑支出につきましては、名目計上しております。 

４項１目予備費は、前年度と同額を名目計上しております。１０ページを

お願いいたします。 

資本的収入及び支出について、ご説明いたします。まず収入からでござい

ます。 

１款資本的収入は、４億５，９４９万５，０００円、前年度比１億１，５

４３万６，０００円の増となっております。 

１項１目建設改良企業債は、公共下水道事業債として１億３，２００万円

の借り入れを予定し計上しております。 
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２項１目国庫補助金は、下水道工事請負費等に伴う交付金を予定し計上し

ております。 

３項１目他会計負担金は、基準内繰入である児童手当に要する経費を計上

しております。 

２目受益者負担金及び分担金は、受益者負担金として見込み計上しており

ます。 

４項１目他会計出資金は、基準内繰入である雨水処理負担金及び各種の借

入金の元金を計上しております。また、基準外繰入として、建設改良費不足

分を計上しております。続きまして、１１ページの支出でございます。 

１款資本的支出は、６億１，１７８万９，０００円、前年度比１億１，５

９９万９，０００円の増となっております。 

１項１目下水道建設改良費は、建設改良に係る経常的な経費及び委託料、

工事請負費等で、主なものは、職員３名の人件費、雨水関係の総合計画策定

業務等に係る委託料及び管渠整備等に係る工事請負費などを計上しておりま

す。 

２項１目企業債償還金は、企業債の償還元金を計上しております。 

３項１目予備費は、前年度と同額を名目計上しております。１６ページ・

１７ページをお開きください。 

令和６年度の予定損益計算書でございますが、１営業収益と３営業外収益

から、２営業費用と４営業外費用を差し引いた経常利益は８０万９，０００

円となる見込みです。 

特別利益及び特別損失はございませんので経常利益がそのまま当年度純利

益となり、令和５年度予算ベースでの前年度繰越欠損金５４８万６，２４１

円を加えた、当年度未処理欠損金は４６７万７，２４１円となる見込みで

す。 

なお、４ページ・５ページには実施計画書、１２ページ・１３ページに

キャッシュフロー計算書、１４ページ・１５ページには給与費明細書、１８

ページ・１９ページには予定貸借対照表、２０ページから２３ページには前

年度の予定損益計算書と予定貸借対照表、２４ページには下水道事業会計予

算に関する注記を記載しておりますが、それぞれ説明は省略させていただき

ます。以上で、説明を終わります。 
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（１３：１９） 

議 長 次に、水道事業会計についての追加説明を求めます。水道課

長。 

水 道 課 長 それでは、議案第２６号「令和６年度川棚町水道事業会計予

算」について、ご説明いたします。それでは予算書の１ページをお願いいた

します。 

第１条には、水道事業会計の予算は、次に定めるところによるとしており

ます。 

第２条は、業務の予定量を規定しており、給水戸数、年間給水量、一日平

均給水量、主要な建設改良事業を定めております。 

第３条は、収益的収入及び支出の予定額を規定しており、収入総額を３億

４，０５０万円、支出総額を３億７，５３０万円と定めているところでござ

います。 

第４条は、資本的収入及び支出の予定額を規定しており、収入総額を２０

０万円、支出総額を８，８６０万円と定め、資本的収入額が資本的支出額に

対して不足する８，６６０万円は、過年度分損益勘定留保資金８，３４６万

４，０００円、当年度分消費税資本的収支調整額３１３万６，０００円で補

てんする予定としております。２ページをお願いいたします。 

第５条は、債務負担行為に関する規定であり、企業会計システムリースに

おいて、令和１１年までの期限で限度額を８６４万５，０００円、複写機

リースにおいて、令和１１年度までの期間で限度額を１６３万９，０００円

と定めております。 

第６条は、一時借入金に関する規定であり、借り入れの限度額を３，００

０万円と定めております。 

第７条は、各項間の流用について定めており、営業費用と営業外費用間の

流用ができることとしております。 

第８条は、流用の議決事項に関する規定であり、職員給与費は４，８８０

万２，０００円及び交際費は５万円と定めております。 

第９条は、たな卸資産の購入限度額に関する規定であり、購入限度額を５

００万円と定めているところでございます。 

それでは主な内容につきましては、実施計画明細書にて説明いたします。
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ここからは着座にて説明させていただきます。それでは予算書の６ページを

お開きください。 

収益的収入及び支出について、収入からでございます。 

１款水道事業収益は、３億４，０５０万円、前年度比１，８６６万６，０

００円の減となっております。 

１項１目給水収益は、使用水量において、令和５年度の決算見込みにて、

人口減少、節水機器の広まり等により全般的に減少し、水道料金も、使用水

量の減少により前年度より、１，７０８万１，０００円減額した３億１，１

９３万円を見込み計上しております。 

２目受託工事収益は、前年度の実績にて見込みを計上いたしております。 

３目加入金は、見込みを計上いたしております。 

４目その他の営業収益は、前年度の実績及び道路改良工事等に伴う水道移

設工事の負担金を見込み、計上いたしております。 

２項１目受取利息は、前年度の実績にて減額計上いたしております。 

２目雑収益は、前年度の実績をもとに増額計上いたしております。 

３目他会計負担金は、職員の児童手当について、一般会計より繰り入れを

見込み計上いたしております。 

４目消費税及び地方消費税還付金は、令和６年度当初予算計上分を執行し

た場合の仮受消費税額に対して、仮払消費税の支払額が少なくなる見込みで

あることから、消費税の還付金は発生しない見込みです。 

５目長期前受金戻入は、平成２６年度から計上することとなったもので、

財源別に工事負担金、受贈財産評価額、国庫補助金として繰延収益に計上し

ておりますが、減価償却費相当額を営業外収益の長期前受金戻入として順次

収益化していくこととなっていることから見込み計上しています。次に７

ページの支出でございます。 

１款水道事業費用は、３億７，５３０万円、前年度比２２４万５，０００

円の減となっております。 

１項１目原水費は、原水を取水するために必要な経費を計上しておりま

す。 

主なものは、取水ポンプ等の修繕費、取水施設改修工事などの経費を見込

み計上しております。 
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２目浄水費は、原水を浄化するために必要な経費を計上しております。主

なものは、浄水場管理業務や電気・機械設備点検業務などの委託料、水質検

査などの手数料、電気計装などの修繕費、滅菌剤や凝集剤の薬品費などの経

費を見込み計上しております。８ページをお願いいたします。 

３目配水及び給水費は、配水業務や給水業務に必要な経費を計上しており

ます。主なものは、テレメータや光回線通信などの通信運搬費、量水器取替

業務や配水地等除草作業などの委託料、ポンプなどの修繕費、電気料の動力

費、工事請負費として、馬場中継地屋根構造部補強工事、町道鳥越線配水枝

管布設替工事や白石バス停付近配水枝管布設替工事などを見込み計上してお

ります。 

４目受託工事費は、給水契約者などからの委託で、直営で行う工事に必要

な経費を見込み計上いたしております。９ページでございます。 

５目総係費は、水道事業全般の経常経費などの経費を計上しております。

主なものは、職員７名分の人件費、検針業務や会計システム等保守、健康診

断に係る委託料、口座振替等の手数料、事務所や会計システム等の賃借料、

１０ページに行きまして、自動車及び建物等の保険料などを見込み計上して

おります。 

６目減価償却費は、建物などの有形固定資産の減価償却費の経費を見込み

計上しております。 

７目資産減耗費は、配水管布設替に係る除却費及びたな卸資産減耗費を見

込み計上しております。 

２項１目支払利息及び企業債取扱諸費は、１４件の企業債利息について見

込み計上しております。 

２目消費税は、仮受消費税と仮払消費税との関係から、本年度は納付消費

税を見込み計上しております。 

３目雑支出につきましては、名目計上しております。１１ページをお願い

いたします。 

資本的収入及び支出について、収入からでございます。 

１款資本的収入は、前年同額の２００万円を計上いたしております。 

１項１目建設改良企業債は、今年度の企業債の借入は予定しておりませ

ん。 



- 43 - 

２項１目工事負担金は、道路工事等に伴う水道管移設工事にかかる他会計

からの負担金として２００万円を計上いたしております。 

次に支出についてでございます。 

１款資本的支出は、８，８６０万円、前年度比１，９９５万円の減となっ

ております。 

１項１目固定資産購入費は、新設量水器の購入費として見込み計上してお

ります。 

２目施設改良費は、上組系配水管布設替工事や町道野口線配水管布設替工

事などの経費として計上しており、前年度より１，９１０万円の減となって

おります。 

２項１目企業債償還金は、１４件の企業債の元金償還を見込み計上してお

ります。２０ページ・２１ページをお願いいたします。 

令和６年度の予定損益計算書でございますが、１営業収益と３営業外収益

から、２営業費用と４営業外費用を差し引いた経常損失は３，６４８万８，

０００円となる見込みであります。 

特別利益、特別損失はございませんので、経常利益がそのまま当年度純損

失となり、令和５年度予算ベースでの前年度繰越利益剰余金６，６３３万

６，５１２円を加えた、当年度未処分利益剰余金は２，９８４万８，５１２

円となる見込みです。 

単年度収支では、損失が生じる見込みとなっておりますが、累積では剰余

金を確保できる見込みとなっております。 

なお、４ページ・５ページには実施計画書、１２ページ・１３ページには

キャッシュフロー計算書、１４ページから１９ページには給与費明細書、２

２ページ・２３ページには予定貸借対照表、２４ページから２７ページには

前年度の予定損益計算書と予定貸借対照表、２８ページには水道事業会計予

算に関する注記を記載しておりますが、各説明は省略させていただきます。

以上で、説明を終わります。 

（１３：３２） 

議 長 はい。以上の説明をもちまして、本日の日程は全部終了をいた

しました。 

本日はこれにて散会といたします。ご起立願います。どうもお疲れ様でし
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た。 

（１３：３２） 
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